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　日
蓮
宗
は
現
在
、
宗
門
運
動
『
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
』
を
推
進
し
「
い
の
ち
に
合
掌
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、

世
界
に
向
け
て
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
は
、
宗
門
運
動
の
三
期
目
、
開
花
活
動
の
時
期
に
あ
た
る
。

　宗
門
運
動
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
は
三
十
七
の
活
動
が
重
点
項
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
社
会
活
動
に

「
世
界
立
正
平
和
活
動
」
が
あ
る
。「
環
境
・
平
和
・
い
の
ち
」
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　今
発
表
は
、
こ
の
宗
門
運
動
の
社
会
活
動
「
世
界
立
正
平
和
活
動
」
の
一
環
と
し
て
の
活
動
を
取
り
上
げ
発
表
と
す
る
。

　は
じ
め
に
国
連
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
と
は
ど
の
よ
う
な
会
議
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
）
は
国
連
に
於
い
て
第

九
回
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
が
行
わ
れ
る
。
核
不
拡
散
条
約
は
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
十
三
）
に
署
名
、
一
九
七
〇
年
（
昭

和
四
十
五
）
に
発
行
し
た
国
際
条
約
を
い
う
。
核
兵
器
の
保
有
は
米
露
英
仏
中
の
五
ヶ
国
に
限
定
さ
れ
そ
れ
以
外
の
国
に
は
核
兵
器
の
受

領
や
製
造
を
禁
止
し
た
条
約
で
あ
る
。
そ
の
後
、
核
兵
器
の
権
利
で
保
有
国
と
非
保
有
国
と
の
間
に
本
質
的
差
別
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の

条
約
を
再
検
討
す
べ
し
と
の
声
が
高
ま
り
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
）
よ
り
五
年
毎
に
開
か
れ
て
い
る
会
議
を
い
う
。

　核
兵
器
の
不
拡
散
と
い
う
点
で
核
保
有
国
は
核
軍
縮
を
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
が
、
一
九
七
〇
年
か
ら
四
十
五
年
経

っ
た
今
日
で
も
、
未
だ
に
世
界
に
は
一
万
六
千
発
も
の
核
弾
頭
が
存
在
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
日
蓮
宗
は
ど
の
よ
う
な
働
き
が
け
を
し
た
歴
史
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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　日
蓮
宗
は
、
一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
）
五
月
国
連
で
の
第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
核
兵
器
廃
絶
を
要
請
し
て
い
る
。
日
蓮
宗

は
日
本
代
表
団
に
加
わ
り
、
宗
務
総
長
（
松
村
寿
顕
）
親
書
と
国
際
署
名
を
国
連
事
務
総
長
へ
提
出
し
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
一
九
八
三

年
（
昭
和
五
十
八
）
の
第
二
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
で
も
宗
務
総
長
（
塩
田
義
朗
）
の
親
書
並
び
に
国
際
署
名
を
国
連
事
務
総
長
へ
提
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
）
五
月
の
第
三
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
の
本
会
議
場
に
て
宗
務
総
長
（
渋
谷
直
城
）

の
親
書
が
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
、
国
連
事
務
総
長
に
手
渡
し
さ
れ
た
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
こ
の
時
の
国
連
事
務
次
官
が
日
本
の
明
石
康
氏
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　更
に
、
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
）
に
は
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
（
三
浦
海
慧
）
は
、
戦
後
六
十
年
を
迎
え
記
念
事
業
と
し
て
、
当
時
海

外
布
教
担
当
委
員
長
（
河
﨑
俊
宏
）
の
提
案
に
よ
る
第
七
回
国
連
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
向
け
て
国
際
署
名
を
全
国
展
開
し
一
万
七
千
六

十
一
筆
を
集
め
て
三
十
名
を
超
え
る
青
年
僧
が
米
国
に
渡
り
Ｎ
Ｙ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
お
題
目
を
響
か
せ
宗
務
総
長
（
岩
間
湛
正
）
直
筆
の

お
題
目
の
太
鼓
を
旗
印
に
世
界
立
正
平
和
を
祈
り
行
脚
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
）
に
は
、
第
八
回
国
連
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
に
宗
務
総
長
（
渡
邊
照
敏
）
親
書
、
国
際
署
名
八
、
四
六
四
筆
の
署
名
を
国
連
へ
提
出
、
宗
門
よ
り
二
十
四
名
の
教
師
、
寺
族
、

檀
信
徒
が
渡
米
し
て
、
平
和
行
脚
を
行
う
と
共
に
九
・
一
一
テ
ロ
の
犠
牲
と
な
っ
た
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
前
に
て
追
善
供
養
と
世
界

平
和
祈
念
法
要
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
主
催 

立
正
平
和
の
会
〔
理
事
長 

河
﨑
河
﨑
俊
栄
〕、
共
催 

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
〔
日
蓮
宗
世
界
平
和

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

代
表 

河
﨑
俊
宏
〕）。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
）
宗
務
総
長
（
小
林
順
光
）
親
書
と
共
に
国
際
署
名
二
、
五

五
一
筆
、
宗
門
よ
り
十
五
名
の
教
師
、
檀
信
徒
が
渡
米
し
平
和
行
進
と
Ｎ
Ｙ
大
聖
恩
寺
と
ラ
ス
ベ
ガ
ス
観
音
寺
を
表
敬
参
拝
し
、
米
国
核

兵
器
博
物
館
に
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
（
主
催 

立
正
平
和
の
会
、
共
催 
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
）。
こ
の
様
に
宗
門
運
動
、
世
界
立
正
平
和
活
動

「
環
境
・
平
和
・
い
の
ち
」
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
の
活
動
は
社
会
問
題
と
私
達
は
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
ま
さ
に
、
社
会
全
体
を
教
化
し
て
い
く
「
社
会
教
化
」
と
い
う
取
り
組
み
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
は
、
戦
後
宗
門
の
姿
勢
や
歴
史
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
太
平
洋
戦
争
で
世
界
唯
一
の
原
爆
に
よ
る
被
爆
国
と
な
っ
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た
日
本
は
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
に
よ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
と
被
爆
に
よ
る
苦
し
み
、
死
の
恐
怖
に
直
面
し
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
十
九
）
三
月
十
一
日
に
米
国
は
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
に
て
水
爆
実
験
を
実
施
し
、

近
海
で
操
業
を
し
て
い
た
日
本
の
第
五
福
竜
丸
の
乗
組
員
が
被
爆
、
宗
門
は
世
界
の
恒
久
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
、
被
爆
者
援
護
を
訴
え
て

宗
門
運
動
「
世
界
立
正
平
和
運
動
」
を
提
唱
し
、
全
国
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
宗
教
界
で
は
さ
き
が
け
と
し
て
全
国
展
開
し
、
社
会
問
題

を
宗
門
運
動
と
し
て
道
筋
を
示
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
宗
門
の
姿
勢
は
、
戦
後
の
日
本
の
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
今

日
の
宗
門
運
動
に
そ
の
精
神
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　今
回
、
国
連
に
提
出
さ
れ
た
小
林
順
光
宗
務
総
長
親
書
に
は
、「
法
華
経
の
教
え
と
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
基
に
『
い
の
ち
に
合
掌
』
の

精
神
を
提
唱
し
世
界
立
正
平
和
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。（
略
）
日
蓮
宗
は
い
か
な
る
戦
争
行
為
に
も
反
対
す
る
意
思
を
示
し
、
国

際
協
定
に
よ
る
速
や
か
な
る
核
兵
器
廃
絶
、
平
和
的
手
段
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
紛
争
の
即
時
終
結
を
強
く
要
請
す
る
と
共
に
、
国
家
、
民
族
、

宗
教
の
枠
を
超
え
た
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
親
書
で
宗
門
の
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　宗
門
運
動
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
世
界
立
正
平
和
活
動
は
、
宗
祖
の
立
正
安
国
・
浄
仏
土
顕
現
の
精
神
を
現
わ
し
て
い
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

　現
代
の
社
会
教
化
一
考
と
し
て
「
国
連
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
国
際
署
名
提
出
と
Ｎ
Ｙ
平
和
行
脚
」（
宗
門
運
動
世
界
立
正
平
和
活
動
の

一
環
と
し
て
）
の
発
表
は
宗
務
総
長
親
書
、
国
際
署
名
を
通
じ
て
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
こ
の
行
動
は
、「
い
の
ち
に
合
掌
」
と
い
う

全
て
の
生
命
の
尊
厳
と
「
但
行
礼
拝
」
に
み
る
相
手
を
尊
重
し
、
意
見
の
違
い
や
国
の
違
い
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
、
宗
教
の
違
い
を
超

え
て
互
い
に
互
い
を
認
め
る
と
い
う
姿
勢
が
今
日
の
混
迷
す
る
世
界
・
社
会
全
体
に
対
し
て
宗
教
界
が
そ
の
解
決
へ
の
道
筋
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
平
和
の
大
切
さ
や
自
然
環
境
の
大
切
さ
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
社
会
教
化
に
繋
が
り
、
宗
門
運
動
に

示
さ
れ
て
い
る
世
界
立
正
平
和
活
動
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。
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